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王
弼
「
論
語
釈
疑
」
考
高
橋
均
前
書
き
本
稿
は
魏
晋
時
代
玄
学
の
創
始
者
の
一
人
、
王
弼
の
論
語
説
で
あ
る
「
論
語
釈
疑
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
記
述
の
体
裁
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
（
１
）
た
「
論
語
注
釈
史
考
」
に
な
ら
う
。
注（
１
）
論
語
注
釈
史
考
（
一
）
（
五
）
東
京
外
国
語
大
学
論
集５２
５６
（１９９５
１９９８
）
一
王
弼
（
魏
文
帝
黄
初
七
年Ａ
Ｄ
二
二
六
魏
斉
王
正
始
十
年
二
四
九
）
の
伝
は
、
三
国
志
魏
書
巻
二
八
鍾
会
伝
の
裴
松
之
注
に
何
劭
の
作
る
「
王
弼
傳
」
と
し
て
見
え
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
字
は
輔
嗣
、
山
陽
高
平
の
人
、
王
凱
の
孫
、
業
の
子
で
あ
る
。
そ
の
伝
に
「
弼
幼
而
察
慧
、
年
十
餘
、
好
老
氏
、
通
辯
能
言
」「
徽
一
見
而
異
之
」「
尋
亦
爲
傅

所
知
」「
何
晏
爲
吏
部
尚
書
、
甚
奇
弼
」
な
ど
と
あ
り
、
老
氏
を
好
ん
だ
こ
と
、
若
く
し
て
裴
徽
、
何
晏
、
傅

等
か
ら
賞
賛
を
受
け
た
こ
と
、
さ
ら
に
何
晏
の
言
葉
と
し
て
記
さ
れ
る
「
仲
尼
稱
後
生
可
畏
、
若
斯
人
者
、
可
與
言
天
人
之
際
乎
」
か
ら
は
、
そ
の
異
才
の
ほ
ど
を
う
か
が
う
事
が
で
き
よ
う
。
ま
た
伝
に
、「
弼
注
易
、
穎
川
人
荀
融
難
弼
大
衍
義
」「
弼
注
老
子
、
爲
之
指
略
、
致
有
理
統
。
著
道
略
論
、
注
易
、
往
往
有
高
麗
言
」「
太
原
王
濟
好
談
、
病
老
荘
、
嘗
云
、
見
弼
易
注
、
所
悟
者
多
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
老
子
、
易
に
注
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
高
い
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、
論
語
に
注
し
た
こ
と
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
王
弼
に
つ
い
て
断
片
的
な
が
ら
記
述
の
あ
る
世
説
新
語
文
学
篇
・
文
心
雕
龍
論
説
篇
・
魏
志
荀

伝
注
・
魏
志
鍾
会
伝
・
博
物
志
人
名
考
・
晋
書
王
衍
伝
・
晋
書
范

伝
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
論
語
に
注
し
た
こ
と
に
は
言
及
が
な
い
。
と
こ
ろ
で
書
目
に
つ
い
て
み
る
と
、
隋
書
経
籍
志
に
「
論
語
釋
疑
三
巻
王
弼
撰
」
と
あ
り
、
旧
唐
書
経
籍
志
に
「
論
語
釋
疑
二
巻
王
弼
撰
」
と
あ
り
、
唐
書
芸
文
志
に
「
王
弼
釋
疑
二
巻
」
と
あ
り
、
ま
た
陸
徳
明
の
経
典
釈
文
序
録
に
も
「
王
弼
釋
疑
三
巻
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
、
そ
の
巻
数
に
、
三
巻
・
二
巻
と
い
う
異
な
り
は
あ
る
に
し
て
も
、
王
弼
に
論
語
に
つ
い
て
の
注
釈
「
論
語
釋
疑
」
な
る
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
清
・
余
蕭
客
は
そ
の
「
古
經
解
鈎

」
序

・
古
經
解
姓
氏
書
目
に
「
論
語
釋
疑
三
巻
隋
書
三
十
二
。
論
語
音
釋
文
引
」
と
記
し
て
い
て
、
あ
た
か
も
王
弼
に
は
「
論
語
釋
疑
」
と
は
別
に
「
論
語
音
」
な
る
注
釈
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
清
・
姚
振
宗
が
そ
の
「
隋
書
經
籍
志
考
證
」
に
余
蕭
客
の
こ
の
説
を
引
用
す
る
の
は
、
ま
た
そ
れ
を
認
め
て
い
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
余
蕭
客
が
何
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
こ
の
「
論
語
音
」
な
る
注
釈
の
存
在
を
想
定
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
雍
也
篇
「
夫
子
矢
之
曰
、
予
所
否
者
、
天
厭
之
、
天
厭
之
」
―２１９―（ ）２１９
章
に
か
か
わ
る
陸
徳
明
の
論
語
音
義
「
所
否
、
王
弼
、
備
鄙
反
」
一
条
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
古
経
解
鈎

・
論
語
に
「
予
所
否
者
、
否
、
備
鄙
翻
、
王
弼
音
」
と
記
す
事
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
念
の
た
め
言
え
ば
、
各
経
籍
志
、
釈
文
序
録
な
ど
に
は
王
弼
に
関
わ
る
「
論
語
音
」
な
る
書
物
の
記
載
は
見
え
な
い
。
と
こ
ろ
で
論
語
音
義
の
「
所
否
、
王
弼
、
備
鄙
反
」
で
あ
る
が
、
こ
の
音
義
が
王
弼
の
説
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
し
て
、
王
弼
に
も
と
も
と
こ
の
よ
う
な
音
義
を
中
心
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
注
釈
が
一
書
と
し
て
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
は
疑
わ
し
い
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
陸
徳
明
が
論
語
音
義
を
撰
述
し
た
際
に
、
往
々
に
し
て
皇
侃
の
論
語
義
疏
に
引
か
れ
る
諸
家
の
説
に
も
と
づ
き
つ
つ
、
そ
れ
を
整
理
し
た
形
で
音
・
義
を
示
し
て
い
（
１
）
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
、
皇
侃
の
論
語
義
疏
は
次
の
よ
う
な
王
弼
の
論
語
説
を
引
く
。
子
見
南
子
、
子
路
不
悦
。
夫
子
矢
之
曰
、
予
所
否
者
、
天
厭
之
、
天
厭
之
。（
雍
也
篇
）
王
弼
曰
、
否
泰
有
命
。
我
之
所
屈
不
用
於
世
者
、
乃
天
命
厭
之
、
言
非
人
事
所
免
也
。
重
言
之
者
、
所
以
誓
其
言
也
。
こ
の
王
弼
の
説
は
、「
予
所
否
者
」
の
「
否
」
字
を
否
定
の
意
を
示
す
語
と
し
て
取
る
の
で
は
な
く
て
、
易
の
卦
で
あ
る
「
否
・
泰
」
の
「
否
」
と
取
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
に
伴
い
否
字
の
音
も
、
釈
文
で
否
定
を
示
す
反
切
「
方
有
反
」
か
ら
、
易
の
「
否
・
泰
」
卦
を
示
す
「
備
鄙
反
」
へ
と
変
わ
る
。
陸
徳
明
の
音
義
「
所
否
、
王
弼
、
備
鄙
反
」
は
、
ま
さ
に
こ
の
王
弼
説
を
、
陸
徳
明
が
整
理
し
て
音
義
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
別
に
音
義
に
類
す
る
注
釈
が
王
弼
に
有
る
わ
け
で
は
な
い
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
王
弼
の
論
語
説
は
、
巻
数
に
二
巻
或
は
三
巻
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、「
論
語
釋
疑
」
の
一
書
だ
け
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
と
お
も
う
の
で
あ
る
。
注（１
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
経
典
釈
文
・
論
語
音
義
」
考
（
五
）
東
京
外
国
語
大
学
論
集
四
九
の
中
で
詳
細
に
論
じ
た
。
二（
一
）
論
語
釈
疑
の
佚
文
に
つ
い
て
の
問
題
今
王
弼
の
論
語
説
で
あ
る
「
論
語
釋
疑
」
の
佚
文
は
、
あ
わ
せ
て
３
９
条
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
多
く
は
皇
侃
の
論
語
義
疏
の
な
か
に
引
か
れ
て
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
陸
徳
明
の
経
典
釈
文
、


の
論
語
正
義
に
も
見
え
る
。
先
に
も
触
れ
た
が
、
釈
文
に
引
か
れ
る
王
弼
の
説
は
、
皇
侃
の
論
語
義
疏
に
見
え
る
王
弼
の
引
文
を
整
理
す
る
形
で
釈
文
に
引
い
た
も
の
で
、
直
接
論
語
釈
疑
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
判
断
す
る
。


の
論
語
正
義
に
見
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
幾
条
か
は
義
疏
と
一
致
す
る
の
で
、
義
疏
か
ら
再
引
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
が
、
義
疏
に
見
え
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、


が
直
接
論
語
釈
疑
に
よ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
別
に
よ
り
ど
こ
ろ
が
あ
る
の
か
、
は
た
し
て
そ
れ
を
論
語
釈
疑
の
佚
文
と
認
め
て
よ
い
か
に
疑
問
が
あ
る
の
で
、
こ
の
点
に
（
１
）
つ
い
て
以
下
検
討
し
て
み
よ
う
。
馬
国
翰
は
、
そ
の
玉
函
山
房
輯
佚
書
の
な
か
に
、
顔
淵
篇
「
子
曰
聽
訟
吾
猶
人
也
必
也
使
無
訟
乎
」
に
つ
い
て
「
王
弼
云
、
無
訟
在
於
謀
始
、
謀
始
司
契
而
不
責
於
人
、
是
化
之
在
前
也
」
を
、
論
語
釈
疑
の
佚
文
と
し
て


正
義
か
ら
採
っ
て
い
る
。
馬
国
翰
が
、
こ
の
佚
文
を


の
論
語
正
義
か
ら
採
っ
た
の
は
、
皇
侃
の
論
語
義
疏
に
は
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
正
義
を
見
て
み
る
と
、「
案
周
易
訟
卦
象
曰
、
天
與
水
違
行
訟
、
君
子
以
作
事
謀
始
、
王
弼
云
、
聽
訟
吾
猶
人
也
必
也
使
無
訟
乎
、
旡
訟
在
於
謀
始
、
謀
始
在
於
作
制
、
契
之
不
明
、
訟
之
所
以
生
也
、
物
有
其
分
、
職
不
相
濫
、
爭
何
由
興
、
訟
之
所
以
起
、
契
之
過
也
、
故
有

司
契
、
而
不
責
於
人
、
是
化
之
在
前
也
」
と
あ
り
、
周
易
の
訟
卦
象
伝
注
に
も
こ
れ
と
近
い
文
が
見
え
る
。
と
い
う
こ
と
は
、


は
こ
の
王
弼
の
説
を
論
語
釈
疑
か
ら
採
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
周
易
訟
卦
象
伝
注
か
ら
採
っ
た
も
の
と
見
る
べ
（
２
）
き
で
あ
ろ
う
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、
述
而
篇
の
「
比
於
老
彭
」
の


正
義
に
引
か
れ
る
王
弼
の
説
「
老
是
老

、
彭
是
彭
祖
。
老
子
者
、
楚
苦
県

郷
曲
仁
里
人
也
。
姓
李
氏
、
名
耳
、
字
伯
陽
、
謚
曰

、
周
守
蔵
室
之
史
也
」
に
つ
い
て
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
王
弼
の
説
も
ま
た
、


正
義
に
の
み
見
え
て
、
皇
侃
の
論
語
義
疏
（ ）２２０―２２０―
に
は
見
え
な
い
。「
老
彭
」
を
二
人
の
名
と
す
る
王
弼
の
説
に
対
し
て
、
皇
侃
は
、
こ
れ
で
一
人
の
名
前
と
す
る
の
で
、
自
分
と
異
な
る
王
弼
の
説
を
義
疏
に
は
引
か
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
王
弼
の
「
老
彭
」
を
二
人
の
名
と
す
る
説
は
、
何
か
よ
り
ど
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
釈
文
に
は
「
老
是
老

、
彭
是
彭
祖
」
と
い
う
説
が
、
鄭
玄
説
と
し
て
引
か
れ
て
い
て
、
王
弼
の
説
は
こ
れ
と
一
（
３
）
致
す
る
の
で
、
鄭
玄
説
と
の
関
連
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
説
の
「
老
子
者
」
以
下
は
、
史
記
老
子
韓
非
列
伝
と
同
文
で
、
異
な
る
の
は
初
め
の
二
句
の
み
で
あ
る
。
と
な
る
と
、


が
引
く
こ
の
王
弼
の
説
は
、
冒
頭
二
句
は
鄭
玄
説
と
し
て
、
残
り
は
史
記
老
子
韓
非
列
伝
と
し
て
引
用
し
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。


が
直
接
に
論
語
釈
疑
か
ら
引
い
た
可
能
性
を
残
し
つ
つ
、
論
語
釈
疑
の
佚
文
と
す
る
こ
と
に
は
や
は
り
疑
い
が
残
る
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
述
而
篇
の
「
子
曰
志
於
道
」
の


正
義
に
引
か
れ
る
「
道
者
、
無
之
稱
也
、
無
不
通
也
、
無
不
由
也
、
況
之
曰
道
、
寂
然
無

、
不
可
爲
象
。
是
道
不
可

、
故
但
志
慕
而
已
」
と
い
う
一
文
も
、


正
義
に
の
み
見
え
て
皇
侃
の
論
語
義
疏
に
は
見
え
な
い
王
弼
の
説
で
あ
る
。
今
見
る
こ
と
の
で
き
る
論
語
釈
疑
で
は
、「
道
」
に
つ
い
て
「
無
」
と
関
連
さ
せ
た
説
明
は
、
こ
の
箇
所
以
外
に
無
く
、
さ
ら
に
こ
の
文
は
、
繋
辞
伝
上
の
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
に
付
さ
れ
た
韓
康
伯
注
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
と
な
る
と
、


正
義
は
こ
れ
を
王
弼
説
と
し
て
い
る
が
、
実
は
韓
康
伯
注
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、


正
義
に
の
み
引
か
れ
る
こ
れ
ら
二
条
が
、
は
た
し
て
王
弼
の
論
語
釈
疑
の
佚
文
で
あ
る
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
が
、
そ
れ
を
否
定
す
る
根
拠
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
論
語
釈
疑
の
佚
文
と
し
て
採
っ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
（
二
）
何
晏
の
論
語
集
解
と
の
関
わ
り
及
び
注
釈
の
形
式
王
弼
（
二
二
六－
二
四
九
）
と
論
語
集
解
を
撰
述
し
た
何
晏
（
一
八
○－
二
四
九
）
と
は
、
ほ
ぼ
重
な
る
時
代
に
生
き
た
人
で
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
何
晏
に
は
王
弼
に
つ
い
て
の
人
物
評
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
何
晏
爲
吏
部
尚
書
、
有
聲
望
、
時
談
客
盈
坐
、
王
弼
未
弱
冠
、
往
見
之
。
晏
聞
弼
名
、
因
條
向
者
勝
理
語
弼
曰
、
云
々
」（
世
説
新
語
巻
二
文
学
篇
）、「
魏
正
始
中
、
何
晏
、
王
弼
等
祖
述
老
荘
、
立
論
以
爲
天
地
萬
物
皆
以
無
爲
爲
本
」（
晋
書
四
三
王
衍
伝
）
な
ど
と
あ
り
、
二
人
に
は
よ
く
知
ら
れ
た
話
と
し
て
は
「
何
晏
注
老
子
未
畢
、
見
王
弼
自
説
注
老
子
旨
、
何
意
多
所
短
、
不
復
得
作
聲
、
但
應
諾
諾
。
遂
不
復
注
、
因
作
道
、
徳
論
」
（
世
説
新
語
巻
二
文
学
篇
）
等
と
い
う
関
わ
り
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
王
弼
の
論
語
説
が
、
何
晏
の
論
語
集
解
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
こ
う
し
た
問
題
を
提
出
す
る
の
は
、
皇
侃
の
論
語
義
疏
に
引
か
れ
る
王
弼
の
説
が
、
経
文
下
に
繋
が
れ
る
だ
け
で
な
く
、
し
ば
し
ば
集
解
下
に
繋
が
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
を
為
政
篇
の
「
子
夏
曰
問
孝
」
章
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
集
解
「
馬
融
曰
孔
子
喩
子
夏
曰
服
勞
先
食
云
々
」
下
の
皇
侃
の
論
語
義
疏
中
に
「
問
同
而
答
異
者
、
或
攻
其
短
、
或
矯
其
時
失
、
或
成
其
志
、
或
説
其
行
」
と
い
う
王
弼
の
説
が
、
引
か
れ
て
見
え
て
い
る
。
論
語
義
疏
の
形
式
と
し
て
、
論
語
の
経
・
注
に
関
わ
る
義
疏
は
そ
れ
ぞ
れ
の
経
・
注
下
に
繋
が
れ
て
い
る
か
ら
、
集
解
下
に
引
か
れ
る
義
疏
、
さ
ら
に
は
そ
こ
に
引
か
れ
る
王
弼
の
説
は
集
解
に
関
わ
る
説
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
も
ま
た
、
何
晏
と
王
弼
と
の
論
語
解
釈
に
つ
い
て
の
関
わ
り
の
可
能
性
を
考
え
る
根
拠
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
集
解
と
王
弼
の
文
を
比
べ
て
み
て
も
、
内
容
上
の
直
接
的
な
関
わ
り
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
集
解
は
、
こ
の
章
の
主
旨
、
子
夏
の
い
う
孝
が
果
た
し
て
孝
に
値
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
王
弼
の
説
は
、
こ
の
章
を
含
む
前
の
三
章
で
述
べ
ら
れ
る
孟
懿
子
、
孟
武
伯
、
子
游
、
子
夏
な
ど
四
人
の
孝
に
つ
い
て
の
問
答
の
差
異
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
王
弼
の
説
が
集
解
下
の
義
疏
中
に
見
え
る
の
は
、
こ
の
数
章
全
般
に
関
わ
る
注
釈
で
あ
る
た
め
、
便
宜
的
に
最
後
の
章
末
に
繋
い
だ
も
の
で
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
集
解
の
後
に
繋
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
（
４
）
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
他
の
集
解
下
に
繋
が
れ
る
す
べ
て
の
場
合
で
も
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
集
解
と
は
内
容
上
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
ま
た
集
解
に
引
か
れ
る
各
家
の
説
と
も
、
部
分
的
な
一
致
を
除
け
ば
、
特
に
繋
が
り
は
見
え
な
い
か
ら
、
王
弼
の
論
語
釈
疑
は
経
を
対
象
と
す
る
注
釈
で
、
集
解
は
対
象
と
し
て
い
な
い
、
と
い
う
結
論
を
下
し
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
―２２１―（ ）２２１
王
弼
「
論
語
釈
疑
」
考
次
に
、
王
弼
の
論
語
釈
疑
が
ど
の
よ
う
に
經
に
注
釈
を
施
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
み
て
ゆ
こ
う
。
為
政
篇
の
「
吾
十
有
五
」
章
に
み
え
る
王
弼
説
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
五
十
而
知
天
命
、
天
命
廢
興
有
期
、
知
道
終
不
行
也
。
六
十
而
耳
順
、
耳
順
、
言
心
識
在
聞
前
也
。
こ
こ
か
ら
見
て
取
れ
る
の
は
、
王
弼
の
注
釈
が
そ
れ
ぞ
れ
「
天
命
」「
耳
順
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
の
解
義
的
注
釈
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
く
為
政
篇
の
「
子
夏
問
孝
」
篇
に
つ
い
て
い
る
曾
是
以
爲
孝
乎
、
問
同
而
答
異
者
、
或
攻
其
短
、
或
矯
其
時
失
、
或
成
其
志
、
或
説
其
行
。
は
、
こ
れ
は
先
に
も
触
れ
た
が
、
こ
れ
よ
り
前
の
三
章
を
含
め
て
、
あ
わ
せ
て
四
章
に
見
え
る
「
問
孝
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
章
を
わ
た
っ
て
の
注
釈
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
里
仁
篇
の
「
參
乎
吾
道
」
章
に
は
次
の
よ
う
な
王
弼
説
が
見
え
る
。
子
曰
、
參
乎
、
吾
道
一
以
貫
之
哉
。
貫
、
猶
統
也
。
夫
事
有
歸
、
理
有
會
。
故
得
其
歸
、
事
雖
殷
大
、
可
以
一
名
舉
、
総
其
會
、
理
雖
博
、
可
以
至
約
窮
也
、
譬
猶
以
君
御
民
、
執
一
統
衆
之
道
也
。
曾
子
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。
忠
者
、
情
之
盡
也
。
恕
者
、
反
情
以
同
物
者
。
未
有
反
諸
其
身
而
不
得
物
之
情
、
未
有
能
全
其
恕
而
不
盡
理
之
極
也
（
略
）
こ
こ
で
は
、
ま
ず
「
貫
」
に
つ
い
て
訓
詁
的
注
釈
が
施
さ
れ
、
続
い
て
「
歸
」
と
「
會
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
「
一
以
貫
之
」
に
つ
い
て
の
、
ま
た
「
情
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
「
忠
恕
」
に
つ
い
て
の
長
文
の
議
論
を
展
開
す
る
哲
理
的
注
釈
と
い
え
る
。
ま
た
憲
問
篇
の
「
君
子
而
不
仁
」
章
に
対
す
る
謂
假
君
子
以
甚
小
人
之
辭
、
君
子
無
不
仁
也
。
と
い
う
注
釈
は
、
章
全
体
に
関
わ
る
注
釈
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
、
皇
侃
は
王
弼
の
論
語
説
を
ど
う
見
て
い
た
か
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
泰
伯
篇
の
「
興
於
詩
」
章
の
興
於
詩
、
立
於
禮
、
成
於
楽
。
に
対
す
る
次
の
王
弼
説
言
爲
政
之
次
序
也
。
夫
喜
、
懼
、
哀
、
樂
、
民
之
自
然
、
應
感
而
動
、（
略
）
に
つ
い
て
、
皇
侃
は
侃
案
、
輔
嗣
之
言
可
思
也
。
と
述
べ
て
、
評
価
の
語
を
記
し
て
い
る
。
王
弼
の
論
語
説
に
対
し
て
の
、
皇
侃
の
評
価
の
語
は
こ
の
一
条
だ
け
で
あ
る
。
一
般
に
論
語
義
疏
中
に
は
、
各
家
の
説
を
多
く
引
く
が
、
そ
れ
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
評
価
の
言
葉
は
、
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
こ
の
一
条
か
ら
で
も
、
王
弼
の
論
語
釈
疑
に
対
す
る
皇
侃
の
評
価
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
言
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
王
弼
の
論
語
釈
疑
が
書
目
に
は
二
巻
或
は
三
巻
と
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
ど
れ
ほ
ど
の
項
目
が
注
釈
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
手
段
は
ま
っ
た
く
無
い
の
で
あ
る
。
以
上
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
王
弼
の
論
語
釈
疑
は
、
論
語
の
経
に
つ
い
て
注
釈
を
付
し
た
も
の
で
、
集
解
或
は
集
解
中
に
示
さ
れ
る
漢
代
の
注
釈
家
と
は
、
個
別
の
場
合
を
除
い
て
関
わ
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
注
釈
の
形
は
、
語
句
に
対
す
る
訓
詁
、
解
義
の
よ
う
な
比
較
的
短
文
の
も
の
か
ら
、
章
全
体
或
は
数
章
に
ま
た
が
る
も
の
、
さ
ら
に
長
文
の
自
説
を
展
開
し
た
注
釈
と
、
形
式
的
に
は
か
な
り
自
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
注（
１
）
書
目
に
よ
る
限
り
、
論
語
釈
義
の
著
録
は
、
新
旧
唐
書
ま
で
で
あ
る
。


が
論
語
正
義
を
編
纂
し
た
と
き
、
ま
だ
論
語
釈
疑
が
存
在
し
て
い
て
、
直
接
引
く
こ
と
が
で
き
た
の
か
ど
う
か
、
今
と
な
っ
て
は
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
２
）
樓
宇
烈
校
釋
「
王
弼
集
校
釋
」
上
下
（
中
華
書
局
・
１
９
８
０
年
）
に
収
（ ）２２２―２２２―
め
る
「
論
語
釋
疑
輯
佚
」
に
は
、
こ
の
条
は
取
り
入
れ
て
い
な
い
。
な
お
本
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
こ
の
「
校
釋
」
を
参
考
と
し
た
。
ま
た
以
下
に
お
い
て
こ
の
「
校
釋
」
を
指
す
場
合
「
校
釈
本
」
と
略
称
す
る
。
（
３
）
敦
煌
本
論
語
鄭
注
（Ｓ
６１２１
）
に
「
比
於
此
二
人
者
謙
」
と
見
え
る
。
（
４
）
論
語
義
疏
に
お
け
る
こ
う
し
た
集
解
と
義
疏
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
敦
煌
本
論
語
疏
に
つ
い
て
上
」（
東
京
外
国
語
大
学
論
集
１
９
８
９
年
）
等
で
触
れ
た
。
三
王
弼
の
論
語
説
に
つ
い
て
そ
の
内
容
の
検
討
に
移
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
易
と
の
関
連
で
あ
る
。
雍
也
篇
の
「
子
見
南
子
」
章
の
子
見
南
子
、
子
路
不
悦
。
夫
子
矢
之
曰
、
予
所
否
者
、
天
厭
之
、
天
厭
之
。
に
つ
い
て
、
王
弼
は
次
の
よ
う
な
注
釈
を
加
え
る
。
否
泰
有
命
。
我
之
所
屈
不
用
於
世
者
、
乃
天
命
厭
之
、
言
非
人
事
所
免
也
。
重
言
之
者
、
所
以
誓
其
言
也
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
陸
徳
明
は
こ
の
注
釈
を
う
け
て
、
音
義
に
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
所
否
、
王
弼
、
備
鄙
反
。
陸
徳
明
の
こ
の
反
切
に
つ
い
て
も
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
王
弼
は
「
予
所
否
者
」
の
「
否
」
を
「
否
定
」
の
意
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、
易
の
泰
卦
「
君
子
道
長
、
小
人
道
消
也
」
と
対
比
さ
せ
て
、
易
の
「
否
」
卦
「
小
人
道
長
、
君
子
道
消
也
」
と
し
て
見
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
文
頭
の
「
否
泰
有
命
」
な
の
で
あ
る
。
王
弼
の
こ
の
説
は
、
後
に
李
充
に
、「
夫
道
消
運
否
、
則
聖
人
亦
否
。
故
曰
、
予
所
否
者
、
天
厭
之
、
厭
亦
否
也
。
明
聖
人
與
天
地
同
其
否
泰
耳
。」
の
よ
う
に
う
け
つ
が
れ
る
。
王
弼
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
は
単
に
孔
子
が
南
子
に
会
見
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
と
し
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
孔
子
が
た
ま
た
ま
今
世
に
用
い
ら
れ
な
い
の
は
、
小
人
の
道
が
栄
え
、
君
子
の
道
が
衰
え
る
と
い
う
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
、
そ
れ
は
天
命
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
人
間
の
力
で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
。
そ
れ
が
王
弼
の
説
を
受
け
た
李
充
の
、
「
た
と
え
聖
人
で
あ
っ
て
も
天
地
と
否
泰
を
同
じ
く
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
否
」
を
た
ん
に
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
取
る
の
で
は
な
く
て
、
易
の
「
否
・
泰
」
と
し
て
取
る
の
は
、
王
弼
が
易
理
に
よ
っ
て
こ
の
章
を
解
し
た
明
証
で
あ
る
。
ま
た
里
仁
篇
「
參
乎
吾
道
」
章
に
見
え
る
王
弼
の
夫
事
有
歸
、
理
有
會
。
故
得
其
歸
、
事
雖
殷
大
、
可
以
一
名
舉
、
総
其
會
、
理
雖
博
、
可
以
至
約
窮
也
。
に
見
え
る
「
事
有
歸
」
と
い
う
語
が
、
易
繋
辞
伝
「
子
曰
、
天
下
何
思
何
慮
、
天
下
同
歸
而
殊
塗
、
一
致
而
百
慮
」
の
「
天
下
同
歸
」
と
、
通
じ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
述
而
篇
「
加
我
數
年
」
章
に
見
え
る
王
弼
の
易
以
幾
、
神
爲

。
顔
淵
庶
幾
有
過
而
改
、
然
則
窮
神
研
幾
可
以
無
過
。
は
、
易
繋
辞
伝
上
の
「
知
變
化
之
道
者
、
其
知
神
之
所
爲
乎
」「
夫
易
聖
人
之
所
以
極
深
而
研
幾
也
」、
ま
た
繋
辞
伝
下
の
「
知
幾
其
神
乎
」
な
ど
の
言
い
方
と
、
明
ら
か
に
関
連
を
持
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
次
に
、
老
子
と
の
関
連
を
見
て
み
よ
う
。
泰
伯
篇
「
狂
而
不
直
」
章
に
は
、
次
の
よ
う
な
王
弼
の
説
が
見
え
る
。
夫
推
誠
訓
俗
、
則
民
僞
自
化
、
求
其
情
僞
、
則
儉
心
茲
應
。
是
以
聖
人
務
使
民
皆
歸
覺
厚
、
不
以
探
幽
爲
明
、
務
使
姦
僞
不
興
、
不
以
先
覺
爲
賢
。
故
雖
明
並
日
月
、
猶
曰
不
知
也
。
ま
た
同
じ
く
泰
伯
篇
の
「
大
哉
堯
」
章
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
聖
人
有
則
天
之
徳
。
可
以
稱
唯
堯
則
之
者
、
唯
堯
於
時
全
則
天
之
道
也
。
蕩
蕩
、
無
形
無
名
之
稱
也
。
夫
名
所
名
者
、
生
於
善
有
所
章
而
惠
有
所
存
。
善
惡
相
須
、
而
名
分
形
焉
。
若
夫
大
愛
無
私
、
惠
将
安
在
。
至
美
無
偏
、
名
将
何
生
。
故
則
天
成
化
、
道
同
自
然
、
不
私
其
子
而
君
其
臣
。
凶
者
自
罸
、
善
者
自
功
、
功
成
而
不
立
其
譽
、
罸
加
而
不
任
其
刑
。
百
姓
日
用
而
不
知
所
以
然
、
夫
又
何
可
名
也
。
こ
こ
に
引
い
た
釈
疑
の
文
に
は
、
い
ず
れ
に
も
「
聖
人
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
―２２３―（ ）２２３
王
弼
「
論
語
釈
疑
」
考
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
こ
で
、
王
弼
の
論
語
釈
疑
に
示
さ
れ
る
「
聖
人
」
と
い
う
語
を
手
懸
り
と
し
て
、
老
子
と
の
関
連
を
探
っ
て
み
よ
う
。
陽
貨
篇
「


召
」
章
に
次
の
よ
う
な
文
が
見
え
る
。
孔
子
機
發
後
應
、
事
形
乃
視
、
擇
地
以
處
身
、
資

以
全
度
者
也
、
故
不
入
亂
人
之
邦
。
聖
人
通
遠
慮
微
、
應
變
神
化
、
濁
亂
不
能
汚
其
潔
、
凶
惡
不
能
害
其
性
、
所
以
避
難
不
藏
身
、
絶
物
不
以
形
也
。
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
、
孔
子
と
聖
人
と
を
対
比
し
た
表
現
で
文
が
進
め
ら
れ
る
。
孔
子
は
「
機
が
発
し
て
対
応
し
、
事
柄
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、
そ
れ
に
注
視
し
、
地
を
選
ん
で
身
を
処
す
か
ら
」
乱
人
の
国
に
は
入
ら
な
い
。
一
方
、
聖
人
は
「
遠
き
に
通
じ
微
を
は
か
り
、
変
に
応
じ
て
神
化
す
る
か
ら
、
汚
れ
に
身
を
よ
ご
す
こ
と
も
な
く
、
凶
悪
に
性
を
損
な
う
こ
と
も
な
い
の
で
」、
難
を
避
け
て
身
を
隠
す
こ
と
も
な
く
、
物
を
絶
っ
て
形
を
あ
ら
わ
す
こ
と
も
な
い
。
聖
人
が
、
人
間
の
営
為
を
超
越
し
た
行
動
を
行
い
う
る
の
に
対
し
て
、
孔
子
は
先
験
的
判
断
力
を
も
ち
つ
つ
も
、
事
柄
を
見
て
判
断
す
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
人
間
的
な
行
動
を
取
る
の
で
あ
る
。
こ
の
章
に
即
し
て
い
え
ば
、
孔
子
が


の
招
き
に
応
じ
る
と
い
う
の
が
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
行
為
な
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
引
い
た
泰
伯
篇
の
「
大
哉
堯
」
章
で
は
、
聖
人
を
定
義
し
て
「
聖
人
有
則
天
之
徳
」
と
い
い
、
ま
た
先
進
篇
の
「
回
也
其
庶
乎
」
章
に
は
「
庶
幾
慕
聖
」
と
あ
る
こ
と
も
、
人
間
を
越
え
た
徳
を
持
つ
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
泰
伯
篇
の
「
是
以
聖
人
務
使
民
皆
歸
厚
、
不
以
探
幽
爲
明
、
務
使
奸
僞
不
興
、
不
以
先
覺
爲
賢
」
と
は
、
聖
人
の
果
た
す
役
割
と
し
て
、「
幽
を
明
と
し
な
い
」「
奸
僞
を
作
り
出
さ
な
い
」「
先
覺
を
評
価
し
な
い
」
と
し
て
い
て
、
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
老
子
に
見
え
る
聖
人
観
と
共
通
す
る
点
が
有
る
。
こ
う
し
た
論
語
釈
疑
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
老
子
三
章
の
不
尚
賢
、
使
民
不
争
、
不
貴
難
得
之
貨
、
使
民
不
爲
盗
。
老
子
六
十
五
章
の
古
之
善
爲
道
者
、
非
以
明
民
。
将
以
愚
之
、
民
之
難
治
、
以
其
智
多
。
故
以
智
治
國
、
國
之
賊
。
さ
ら
に
四
十
九
章
「
聖
人
無
常
心
、
以
百
姓
心
爲
心
」
王
弼
注
の
何
爲
勞
一
身
之
聡
明
以
察
百
姓
之
情
哉
。
夫
以
明
察
物
、
物
亦
競
以
其
明
、
應
之
以
不
信
察
物
、
物
亦
競
以
其
不
信
。
さ
ら
に
十
四
章
「
視
之
不
見
名
曰
夷
」
王
弼
注
の
無
形
無
名
者
、
萬
物
之
宗
也
。
故
莫
不
由
乎
此
以
成
其
治
者
也
。
な
ど
に
、
用
語
上
、
ま
た
思
想
上
の
共
通
性
を
見
て
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
述
而
篇
「
子
温
而

」
章
に
つ
け
ら
れ
た
王
弼
の
説
故
至
和
之
調
、
五
味
不
形
、
大
成
之
樂
、
五
聲
不
分
、
中
和
備
質
、
五
材
無
名
也
。
と
は
、「
最
も
す
ぐ
れ
た
味
わ
い
と
は
、
五
味
が
ば
ら
ば
ら
に
分
か
れ
て
い
な
い
状
態
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
子
罕
篇
「
達
巷
黨
」
章
の
王
弼
説
の
譬
猶
和
樂
出
乎
八
音
乎
、
然
八
音
非
其
名
也
。
と
は
、「
和
樂
は
、
八
音
の
合
奏
か
ら
生
ま
れ
る
が
、
し
か
し
八
音
と
名
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
「
五
味
・
五
声
・
五
材
」「
八
音
」
の
よ
う
に
分
化
し
て
い
な
い
状
態
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
老
子
十
二
章
五
色
令
人
目
盲
、
五
音
令
人
耳
聾
、
五
味
令
人
口
爽
。
と
、「
五
色
・
五
音
・
五
味
」
と
い
う
用
語
が
通
ず
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
マ
イ
ナ
ス
の
も
の
と
捉
え
る
点
に
共
通
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
王
弼
が
「
五
味
・
五
声
・
五
材
」「
八
音
」
に
分
化
し
て
な
い
状
態
を
評
価
す
る
と
い
う
点
で
は
、
老
子
十
四
章
「
視
之
不
見
名
曰
夷
」
王
弼
注
の
無
状
無
象
無
聲
無
響
、
故
能
無
所
不
通
、
無
所
不
往
。
と
、「
形
が
作
ら
れ
る
前
の
状
態
」
を
評
価
す
る
点
で
共
通
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
、
老
子
と
の
関
連
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
「
道
」
に
つ
い
て
の
王
弼
の
説
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
述
而
篇
の
「
志
於
道
」
章
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
道
者
、
無
之
稱
也
、
無
不
通
也
、
無
不
由
也
、
況
之
曰
道
、
寂
然
無
體
、
不
可
爲
象
。
是
道
不
可
體
、
故
但
志
慕
而
已
。
論
語
釈
疑
の
な
か
で
王
弼
が
道
に
つ
い
て
触
れ
る
の
は
、
こ
こ
以
外
で
は
為
政
篇
（ ）２２４―２２４―
「
吾
十
有
五
」
章
に
天
命
廢
興
有
期
、
知
道
終
不
行
也
。
と
あ
り
、
子
罕
篇
「
可
與
共
學
」
章
に
權
者
、
道
之
變
、
無
常
體
、
神
而
明
之
、
存
乎
其
人
、
不
可
豫
設
、
尤
至
難
也
。
な
ど
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。「
天
命
廢
興
有
期
、
知
道
終
不
行
也
」
と
は
、
道
は
天
命
の
下
位
に
あ
っ
て
、
天
命
の
「
廢
興
」
に
従
う
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
權
者
、
道
之
變
」
と
は
「
權
」
を
道
で
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
絶
対
的
固
定
的
形
を
持
た
な
い
道
の
変
化
し
た
も
の
が
「
權
」
で
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
、
道
そ
の
も
の
を
「
無
」
あ
る
い
は
「
無
體
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
説
明
は
さ
れ
な
い
。
述
而
篇
に
見
え
る
道
の
説
明
と
、
為
政
篇
・
子
罕
篇
に
見
え
る
道
の
説
明
は
、
あ
き
ら
か
に
異
な
っ
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
述
而
篇
の
王
弼
の
説
は


の
論
語
正
義
に
の
み
見
え
る
も
の
で
、
皇
侃
の
義
疏
は
こ
の
王
弼
説
を
引
い
て
い
（
１
）
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
改
め
て


が
こ
の
王
弼
の
説
を
ど
こ
か
ら
引
い
て
き
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
易
繋
辞
伝
上
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
の
注
に
「
道
者
何
。
道
者
、
無
之
稱
也
。
無
不
通
也
、
無
不
由
也
、
況
之
曰
道
、
寂
然
無
體
、
不
可
爲
象
。
是
道
不
可
體
、
故
但
志
慕
而
已
。」
と
見
え
て
、


が
論
語
正
義
に
引
い
て
い
た
王
弼
の
説
と
比
較
す
る
と
、
ま
っ
た
く
同
文
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、


が
論
語
正
義
に
引
い
た
王
弼
の
説
と
は
、
実
は
韓
康
伯
の
易
注
を
引
い
た
も
の
で
、
論
語
釈
疑
か
ら
引
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
結
論
を
導
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
論
語
釈
疑
に
見
え
る
「
情
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
里
仁
篇
「
參
乎
吾
」
章
に
次
の
よ
う
に
い
う
。
忠
者
、
情
之
盡
也
、
恕
者
、
反
情
以
同
物
者
、
未
有
反
諸
其
身
而
不
得
物
之
情
、
未
有
能
全
其
恕
而
不
盡
理
之
極
也
、
能
盡
理
極
、
則
無
物
不
統
。
極
不
可
二
、
故
謂
之
一
也
、
推
身
統
物
、
窮
類
適
盡
、
一
言
而
可
終
身
行
者
、
其
唯
恕
也
。
ま
た
、
顔
淵
篇
「
司
馬
牛
間
仁
」
章
に
情
發
於
言
、
志
浅
則
言
疏
、
志
深
則
言

也
。
と
あ
り
、
憲
問
篇
「
其
言
之
不

」
章
に
情
動
於
中
而
外
形
於
言
、
情
正
實
、
而
後
言
之
不

。
な
ど
と
あ
る
。
こ
の
「
忠
者
、
情
之
盡
也
、
恕
者
、
反
情
以
同
物
者
」、
あ
る
い
は
「
情
發
於
言
」、
ま
た
「
情
動
於
中
而
外
形
於
言
」
に
見
え
る
「
情
」
が
同
じ
く
共
通
す
る
こ
と
が
ら
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
数
句
を
ま
と
め
る
と
、「
情
」
が
人
あ
る
い
は
物
、
ま
た
自
己
あ
る
い
は
他
者
の
心
中
を
さ
す
こ
と
、
そ
し
て
人
の
心
中
（
情
）
は
言
葉
に
よ
っ
て
の
み
外
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
里
仁
篇
「
參
乎
吾
」
章
で
は
、「
忠
」「
恕
」
の
関
係
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
忠
は
「
情
之
盡
」
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
人
の
心
中
（
情
）
の
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
忠
で
、
そ
の
忠
を
起
点
に
し
て
他
者
の
心
中
（
恕
）
と
の
一
体
化
を
計
る
。
そ
し
て
「
能
盡
理
極
、
則
無
物
不
統
」
と
い
う
か
ら
、
こ
う
し
て
他
者
の
心
中
と
一
体
化
し
た
状
態
が
「
一
」
で
あ
り
、「
一
」
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
物
を
統
括
で
き
る
と
い
う
。「
吾
道
一
以
貫
之
哉
」「
一
言
而
可
終
身
行
者
」
は
、
い
ず
れ
も
「
恕
」
を
通
じ
て
の
み
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
王
弼
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
忠
と
恕
と
は
並
立
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
も
恕
が
優
位
に
立
つ
の
で
あ
る
。
陽
貨
篇
「
性
相
近
」
章
に
不
性
其
情
、
焉
能
久
行
其
正
、
此
是
情
之
正
也
。
若
心
好
流
蕩
失
眞
、
此
是
情
之
邪
也
。
若
以
情
近
性
、
故
云
性
其
情
。
情
近
性
者
、
何
妨
是
有
欲
。
若
逐
欲
遷
、
故
云
遠
也
。
若
欲
而
不
遷
、
故
曰
近
。
但
近
性
者
正
、
而
即
性
非
正
、
雖
即
性
非
正
、
而
能
使
之
正
。
譬
如
近
火
者
熱
、
而
即
火
非
熱
、
雖
即
火
非
熱
、
而
能
使
之
熱
。
こ
こ
に
「
性
其
情
（
そ
の
情
を
性
と
す
る
）」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
こ
の
ま
ま
と
れ
ば
、
情
が
性
と
合
致
し
、
そ
の
結
果
情
は
正
と
い
う
状
態
に
な
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
問
題
は
情
が
性
と
な
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
喩
え
と
し
て
「
譬
如
近
火
者
熱
、
而
即
火
非
熱
（
火
に
近
づ
け
ば
熱
い
が
、
火
に
触
れ
る
の
は
熱
く
は
な
い
）」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
喩
え
は
、
情
が
限
り
な
く
性
（
火
）
に
近
づ
く
な
ら
―２２５―（ ）２２５
王
弼
「
論
語
釈
疑
」
考
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
情
は
正
（
熱
い
）
の
状
態
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
情
が
性
と
合
致
し
て
し
ま
う
と
、
情
は
正
と
い
う
状
態
に
は
な
り
得
な
い
。
と
い
う
の
も
、
人
は
時
に
は
流
蕩
を
好
み
真
を
失
う
か
ら
、
そ
の
時
に
は
情
は
邪
と
い
う
状
態
と
な
る
。
王
弼
に
よ
れ
ば
「
能
使
之
正
者
何
。
儀
也
、
静
也
」
と
い
う
か
ら
、
情
を
性
に
近
づ
け
正
の
状
態
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
は
儀
や
静
の
働
き
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
王
弼
が
「
近
」
と
い
う
語
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
二
者
が
ま
っ
た
く
一
体
化
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
二
者
の
あ
い
だ
に
は
近
い
と
い
う
関
係
は
生
じ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
近
い
と
い
う
関
係
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
情
は
性
と
時
に
同
一
と
な
り
、
時
に
異
な
り
、
正
・
邪
の
状
態
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
も
ち
ろ
ん
「
性
相
近
也
」
に
つ
い
て
の
注
釈
で
あ
る
。
王
弼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
章
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
人
の
情
が
時
に
性
に
近
づ
き
正
の
状
態
と
な
り
、
時
に
性
か
ら
離
れ
て
邪
の
状
態
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
章
の
解
釈
で
、
義
疏
に
示
さ
れ
る
「
性
者
人
所
禀
以
生
也
、
習
者
謂
生
後
百
儀
、
常
所
行
習
之
事
也
、
人
倶
禀
天
地
之
氣
以
生
、
雖
復
厚
薄
有
殊
、
而
同
是
禀
氣
、
故
曰
、
相
近
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
人
は
す
べ
て
天
地
の
気
を
禀
け
て
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
習
い
に
よ
っ
て
差
異
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ
こ
に
性
に
限
り
な
く
近
い
情
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
人
は
習
い
に
よ
っ
て
差
異
が
生
じ
る
こ
と
が
論
と
し
て
成
り
立
ち
、
こ
の
章
が
解
釈
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
章
の
解
釈
に
「
情
」
と
い
う
考
え
を
持
ち
出
し
た
こ
と
は
、
王
弼
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
後
、
こ
の
章
の
解
釈
に
関
わ
っ
て
、「
情
・
性
」
の
関
係
が
さ
ま
ざ
ま
に
論
議
さ
れ
た
こ
と
は
、
義
疏
に
「
然
情
性
之
義
、
説
者
不
同
。
且
依
一
家
旧
釈
云
、
性
者
生
也
、
情
者
成
也
。
性
者
生
而
有
之
、
故
曰
、
生
也
。
情
是
起
欲
動
彰
、
故
曰
成
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
王
弼
の
論
語
説
に
お
い
て
、
情
と
い
う
概
念
が
大
き
な
位
置
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
の
で
あ
る
。
王
弼
の
論
語
説
に
は
、
こ
の
よ
う
に
哲
理
的
議
論
を
展
開
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
事
柄
を
明
ら
か
に
す
る
注
釈
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
次
に
見
て
行
こ
う
。
た
と
え
ば
、
述
而
篇
の
首
章
老
是
老

、
彭
是
彭
祖
。
老
子
者
、
楚
苦
懸

郷
曲
仁
里
人
也
。
姓
李
氏
、
名
耳
、
字
伯
陽
、
謚
曰

、
周
守
藏
之
吏
也
。
郷
党
篇
「
厩
焚
」
章
孔
子
時
爲
魯
司
寇
、
自
公
朝
退
而
之
火
所
。
不
問
馬
、
矯
時
重
馬
也
。
先
進
篇
「
浴
乎
沂
風
」
に
つ
い
て
沂
水
近
孔
子
宅
、
舞

壇
在
其
上
、
壇
有
樹
木
、
遊
者
託
焉
也
。
憲
問
篇
「
管
仲
非
仁
者
」
章
于
時
戎
狄
交
侵
、
亡
荊
滅
衛
。
管
仲
攘
戎
狄
而
封
之
、
南
服
楚
師
、
北
伐
山
戎
、
而
中
國
不
移
。
憲
問
篇
「
賢
者
避
世
」
章
七
人
、
伯
夷
、
叔
齊
、
虞
仲
、
夷
逸
、
朱
張
、
柳
下
恵
、
少
連
也
。
微
子
篇
「
逸
民
伯
夷
」
章
朱
張
、
字
子
弓
、
荀
卿
以
比
孔
子
。
な
ど
の
注
釈
は
、
い
ず
れ
も
歴
史
上
の
人
物
や
事
柄
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。ま
た
経
文
に
沿
っ
た
解
釈
、
語
句
に
つ
い
て
の
訓
詁
的
注
釈
も
あ
る
。
そ
の
例
を
幾
つ
か
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
八

篇
の
「
林
放
問
礼
之
本
、
子
曰
、
大
哉
問
」
に
つ
い
て
時
人
棄
本
崇
末
、
故
大
其
能
尋
本
礼
意
也
。
公
冶
長
篇
「
汝
與
回
也
孰
愈
」
章
の
「
回
也
聞
一
以
知
十
、
賜
也
聞
一
以
知
二
」
に
つ
い
て
假
數
以
明
優
劣
之
文
。
言
己
與
顔
淵
十
裁
及
二
、
明
相
去
懸
遠
也
。
先
進
篇
の
「
子
曰
、
回
也
、
其
庶
乎
、

空
」
に
対
し
て
庶
幾
慕
聖
、
忽
忘
財
業
、
而
數
空
匱
也
。
な
ど
は
、
ほ
ぼ
経
文
に
沿
っ
た
解
釈
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
次
に
王
弼
の
論
語
説
中
の
訓
詁
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
自
然
親
愛
爲
孝
、
推
愛
及
物
爲
仁
也
（
学
而
）
貫
、
猶
統
也
。（
里
仁
）
忠
者
、
情
之
盡
也
。（
里
仁
）
（ ）２２６―２２６―
道
者
、
無
之
稱
也
。（
存
疑
述
而
）
愚
、
好
仁
過
。（
先
進
）
魯
、
質
勝
文
也
。（
先
進
）
僻
、
飾
過
差
也
。（
先
進
）

、
剛
猛
也
（
先
進
）
命
、
爵
命
也
（
先
進
）
憶
、
憶
度
也
（
先
進
）
以
上
示
し
て
き
た
経
文
に
沿
っ
た
解
釈
、
訓
詁
な
ど
も
王
弼
の
論
語
説
の
ひ
と
つ
の
側
面
で
あ
ろ
う
。
王
弼
の
伝
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
易
、
老
子
に
注
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
論
語
に
つ
い
て
の
注
釈
が
、
易
、
老
子
と
関
連
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
例
を
挙
げ
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
他
に
、「
情
」
と
い
う
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
性
」
と
の
関
連
を
論
じ
る
な
ど
、
そ
れ
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
特
色
有
る
注
釈
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
た
だ
「
釋
疑
」
二
巻
（
或
は
三
巻
）
の
佚
文
を
す
べ
て
あ
げ
て
も
３９
例
で
、
そ
の
全
体
像
を
う
か
が
う
事
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
注（１
）
念
の
た
め
、
こ
の
箇
所
の
皇
侃
義
疏
に
お
け
る
「
道
」
の
説
明
を
記
せ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
道
者
、
通
而
不
擁
者
也
（
述
而
篇
「
志
於
道
」
章
）
道
、
謂
所
學
之
道
也
。
（
子
罕
篇
「
可
與
共
学
」
章
）
四
資
料
學
而
（
１
）
有
子
曰
、
其
爲
人
也
孝
悌
、
而
好
犯
上
者
鮮
矣
。
不
好
犯
上
、
而
好
作
亂
者
、
未
之
有
也
。
君
子
務
本
、
本
立
而
道
生
。
孝
悌
也
者
、
其
爲
仁
之
本
與
。自
然
親
愛
爲
孝
、
推
愛
及
物
爲
仁
也
。（
皇
侃
義
疏
）
爲
政
（
２
）
子
曰
、
吾
十
有
五
而
志
於
學
、
三
十
而
立
、
四
十
而
不
惑
、
五
十
而
知
天
命
、天
命
廢
興
有
期
、
知
道
終
不
行
也
。（
皇
侃
義
疏
）
六
十
而
耳
順
、
耳
順
、
言
心
識
在
聞
前
也
。（
皇
侃
義
疏
）
七
十
而
從
心
所
欲
不

矩
。
（
３
）
子
夏
問
孝
。
子
曰
、
色
難
。
有
事
弟
子
服
其
勞
、
有
酒
食
先
生
饌
、

是
以
爲
孝
乎
。
（
１
）
（
２
）
問
同
而
答
異
者
、
或
攻
其
短
、
或
矯
其
時
失
、
或
成
其
志
、
或
説
其
行
。
（
皇
侃
義
疏
）
注（
１
）
馬
本
は
、
或
攻
其
短
を
或
攷
其
短
と
作
る
。
（
２
）
敦
煌
本
、
馬
本
は
、
或
矯
其
時
失
を
或
矯
其
失
と
作
る
。
八

（
４
）
林
放
問
禮
之
本
。
子
曰
、
大
哉
問
。
（
１
）
時
人
棄
本
崇
末
、
故
大
其
能
尋
本
禮
意
也
。（
皇
侃
義
疏
）
注（
１
）
馬
本
は
、
尋
本
禮
意
也
を
尋
禮
本
意
也
と
作
る
。
里
仁
（
５
）
子
曰
、
參
乎
、
吾
道
一
以
貫
之
哉
。
貫
、
猶
統
也
。
夫
事
有
歸
、
理
有
會
。
故
得
其
歸
、
事
雖
殷
大
、
可
以
一
名
舉
、
總
其
會
、
理
雖
博
、
可
以
至
約
窮
也
。
譬
猶
以
君
御
民
、
執
（
１
）
一
統
衆
之
道
也
。（
皇
侃
義
疏
）

子
曰
、
唯
。
子
出
。
門
人
問
曰
、
何
謂
也
。

子
曰
、
夫
子
之
道
忠
恕
而
已
矣
。
―２２７―（ ）２２７
王
弼
「
論
語
釈
疑
」
考
（
２
）
忠
者
、
情
之
盡
也
。
恕
者
、
反
情
以
同
物
者
。
未
有
反
諸
其
身
而
不
得
物
之
情
、
未
有
能
全
其
恕
而
不
盡
理
之
極
也
。
能
盡
理
極
、
則
無
物
不
統
。
極
不
可
二
、
故
謂
之
一
也
。
推
身
統
物
、
窮
類
適
盡
、
一
言
而
可
終
身
行
者
、
其
唯
恕
也
。（
皇
侃
義
疏
）
注（
１
）
馬
本
は
、
執
一
統
衆
之
道
也
を
執
一
統
舉
之
道
也
と
作
る
。
（
２
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
反
情
以
同
物
者
の
下
に
也
字
が
有
る
。
公
冶
長
（
６
）
子
謂
子
貢
曰
、
汝
與
回
也
孰
愈
。
對
曰
、
賜
也
何
敢
望
回
。
回
也
聞
一
以
知
十
、
賜
也
聞
一
以
知
二
。
假
數
以
明
優
劣
之
分
。
言
己
與
顔
淵
十
裁
及
二
、
明
相
去
懸
遠
也
。（
皇
侃
義
疏
）
子
曰
、
弗
如
也
、
吾
與
汝
弗
如
也
。
雍
也
（
７
）
子
見
南
子
。
子
路
不
悦
。
案
本
傳
、
孔
子
不
得
已
而
見
南
子
、
猶
文
王
拘

里
、
蓋
天
命
之
窮
會
也
。
子
路
以
君
子
宜
防
患
辱
、
是
以
不
悦
也
。（
皇
侃
義
疏
）
夫
子
矢
之
曰
、
予
所
否
者
、
天
厭
之
、
天
厭
之
。
否
泰
有
命
。
我
之
所
屈
不
用
於
世
者
、
乃
天
命
厭
之
、
言
非
人
事
所
免
（
１
）
也
。
重
言
之
者
、
所
以
誓
其
言
也
。（
皇
侃
義
疏
）
所
否
、
王
弼
、
備
鄙
反
。（
釋
文
）
注（
１
）
馬
本
は
、
言
非
人
事
所
免
也
の
言
字
が
無
い
。
述
而
（
８
）
子
曰
、
述
而
不
作
、
信
而
好
古
、
竊
比
於
我
老
彭
。
老
是
老

、
彭
是
彭
祖
。
老
子
者
、
楚
苦
縣

郷
曲
仁
里
人
也
。
姓
李
（
２
）
（
１
）
氏
、
名
耳
、
字
伯
陽
、
謚
曰

、
周
守
藏
室
之
吏
也
。（


正
義
）
（
９
）
子
曰
、
志
於
道
、
道
者
、
無
之
稱
也
。
無
不
通
也
、
無
不
由
也
。
況
之
曰
道
、
寂
然
無
體
、
（
３
）
不
可
爲
象
。
是
道
不
可
體
、
故
但
志
慕
而
已
。（


正
義
）
據
於

、
依
於
仁
、
游
於
藝
。
（
１０
）
子
曰
、
加
我
數
年
、
五
十
以
學
易
、
可
以
無
大
過
矣
。
易
以
幾
、
神
爲
教
、
顔
淵
庶
幾
有
過
而
改
、
然
則
窮
神
研
幾
可
以
無
過
。
（
４
）
明
易
道
深
妙
、
戒
過
明
訓
、
微
言
精
粹
、
熟
習
然
後
而
存
義
也
。（
皇
侃
義
疏
）
（
１１
）
子
曰
、
聖
人
吾
不
得
而
見
之
矣
、
得
見
君
子
者
斯
可
矣
。
此
爲
聖
人
與
君
子
異
也
。
然

足
君
物
、
皆
稱
君
子
、
亦
有

者
之
通
稱
也
。（
皇
侃
義
疏
）
（
１２
）
子
温
而

、
威
而
不
猛
、
恭
而
安
。
温
者
不

、

者
不
温
、
威
者
心
猛
、
猛
者
不
威
、
恭
則
不
安
、
安
者
（
５
）
不
恭
、
此
對
反
之
常
名
也
。
若
夫
温
而
能

、
威
而
不
威
、
恭
而
能
安
、
斯
不
可
名
之
理
全
矣
。
故
至
和
之
調
、
五
味
不
形
、
大
成
之
樂
、
五
聲
不
分
、
中
和
備
質
、
五
材
無
名
也
。（
皇
侃
義
疏
）
注（
１
）
馬
本
は
、
姓
李
氏
を
姓
老
氏
と
作
る
。
（
２
）
馬
本
は
、
周
守
藏
室
之
吏
也
を
周
守
藏
之
史
也
と
作
る
。
校
釈
本
は
、
周
守
藏
室
之
史
也
と
作
る
。
史
記
老
子
韓
非
列
伝
同
じ
く
史
と
作
る
。
（
３
）
馬
本
は
、
是
道
不
可
體
を
是
道
不
可
爲
體
と
作
る
。
（
４
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
熟
習
然
後
而
存
義
也
の
而
字
が
無
い
。
（
５
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
威
而
不
威
を
威
而
不
猛
と
作
る
。
清
熙
園
本
の
誤
り
。
泰
伯
（
１３
）
子
曰
、
興
於
詩
、
立
於

、
成
於
樂
。
（
１
）
（
２
）
言
爲
政
之
次
序
也
。
夫
喜
、
懼
、
哀
、
樂
、
民
之
自
然
、
應
感
而
動
、
則
發
乎
聲
歌
。
所
以
陳
詩
採
謡
、
以
知
民
志
風
。
既
見
其
風
、
則
損
益
（ ）２２８―２２８―
（
３
）
基
焉
。
故
因
俗
立
制
、
以
達
其

也
。
矯
俗
檢
形
、
民
心
未
化
、
故
又
（
４
）
（
５
）
感
以
聲
樂
、
以
和
神
也
。
若
不
採
民
詩
、
則
無
以
觀
風
。
風
背
亦
俗
異
、
（
６
）
則

無
所
立
、

若
不
設
、
則
樂
無
所
樂
、
非

則
功
無
所
濟
。
故
三
體
相
扶
、
而
用
有
先
後
也
。（
皇
侃
義
疏
）
（
１４
）
子
曰
、
如
有
周
公
之
才
、
之
美
、
設
使
驕
且
吝
、
其
餘
不
足
觀
也
已
矣
。
人
之
才
美
如
周
公
、
設
使
驕

、
其
餘
無
可
觀
者
。
言
才
美
以
驕

棄
（
７
）
（
８
）
也
。
況
驕

者
必
無
周
公
才
美
乎
、
假
無
設
有
、
以
甚
驕

之
鄙
也
。
（
皇
侃
義
疏
）
（
１５
）
子
曰
、
狂
而
不
直
、

而
不
願
、


而
不
信
、
吾
不
知
之
矣
。
（
９
）
夫
推
誠
訓
俗
、
則
民
僞
自
化
、
求
其
情
僞
、
則
儉
心
茲
應
、
是
以
聖
人
務
使
民
皆
歸
厚
、
不
以
探
幽
爲
明
、
務
使
奸
僞
不
興
、
不
以
先
覺
爲
賢
。
故
雖
明
並
日
月
、
猶
曰
不
知
也
。（
皇
侃
義
疏
）
（
１６
）
子
曰
、
巍
巍
乎
、
舜
禹
之
有
天
下
也
、
而
不
與
焉
。
逢
時
遇（
１０
）
主
、
莫
如
舜
禹
也
。（
皇
侃
義
疏
）
（
１７
）
子
曰
、
大
哉
、
堯
之
爲
君
也
。
巍
巍
乎
唯
天
爲
大
、
唯
堯
則
之
。
蕩
蕩
乎
民
無
能
名
焉
、
聖
人
有
則
天
之

。
可
以
稱
唯
堯
則
之（
１１
）
者
、
唯
堯
於
時
全
則
天
之
道
也
。
蕩
蕩
、
無
形
無
名
之
稱
也
。
夫
名
所
名
者
、
生
於
善
有
所（
１２
）
章
、
而
惠
有
所
存
。
善
惡
相（
１３
）
傾
、
而
名
分
形
焉
、
若
夫
大
愛
無
私
、
惠
將
安
在
、
至
美
無
偏
、
名
將
何
生
、
故
則
天
成
化
、
道
同
自
然
、
不
私
其
子
而
君
其
（
１４
）
臣
、
凶
者
自（
１５
）
罸
、
善
者
自
功
、
功
成
而
不
立
其
譽
、
罸
加
而
不
任
其
刑
。
百
姓
日
用
而
不
知
所
以
然
、
夫
又
何
可
名
也
。（
皇
侃
義
疏
）
巍
巍
乎
其
有
成
功
也
、
煥
乎
其
有
文
章
。
注（
１
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
言
爲
政
之
次
序
也
を
言
有
爲
政
之
次
序
也
と
作
る
。
（
２
）
馬
本
は
、
應
感
而
動
を
感
應
而
動
と
作
る
。
（
３
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
矯
俗
檢
形
の
形
字
を
刑
字
と
作
る
。
（
４
）
馬
本
は
、
故
又
感
以
聲
樂
を
故
必
感
以
聲
樂
と
作
る
。
（
５
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
風
背
亦
俗
異
を
風
乖
俗
異
と
作
る
。
（
６
）
馬
本
は
、
則
樂
無
所
樂
、
非
禮
則
功
無
所
濟
を
則
楽
無
所
樂
、
樂
非
則
禮
則
功
無
所
濟
と
作
る
。
根
本
本
、
校
釈
本
は
、
則
樂
無
所
樂
、
樂
非
禮
則
則
功
無
所
濟
と
作
る
。
（
７
）
馬
本
は
、
假
無
設
有
を
設
無
設
有
と
作
る
。
（
８
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
以
甚
驕

之
鄙
也
を
以
其
驕

之
鄙
也
と
作
る
。
（
９
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
則
民
僞
自
化
を
則
民
俗
自
化
と
作
る
。
（
１０
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
逢
時
遇
主
を
逢
時
遇
世
と
作
る
。
皇
疏
に
ま
た
逢
時
遇
世
の
句
あ
り
。
（
１１
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
可
以
稱
唯
堯
則
之
者
を
所
以
稱
唯
堯
則
之
者
と
作
る
。
（
１２
）
馬
本
は
、
生
於
善
有
所
章
の
生
字
が
無
い
。
（
１３
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
善
惡
相
傾
を
善
惡
相
須
と
作
る
。
（
１４
）
馬
本
は
、
不
私
其
子
而
君
其
臣
を
不
私
其
子
而
言
其
臣
と
作
る
。
（
１５
）
馬
本
は
、
凶
者
自
罸
を
惡
者
自
罰
と
作
る
。
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
罸
字
を
罰
字
と
作
る
。
子
罕
（
１８
）
達

黨
人
曰
、
大
哉
孔
子
、
博
學
而
無
所
成
名
。
（
１
）
譬
猶
和
樂
出
乎
八
音
、
然
八
音
非
其
名
也
。（
皇
侃
義
疏
）
子
聞
之
、
謂
門
弟
子
曰
、
吾
何
執
、
執
御
乎
、
執
射
乎
、
吾
執
御
矣
。
（
１９
）
子
貢
曰
、
有
美
玉
於
斯
、


而
藏
諸
、
求
善
賈
而
沽
諸
。
子
曰
、
沽
之
哉
、
沽
之
哉
、
重
言
沽
之
哉
、
賣
之
不
疑
也
。
故
孔
子
乃
聘
諸
侯
、
以
急
行
其
道
也
。
（
皇
侃
義
疏
）
我
待
賈
者
也
。
（
２０
）
子
曰
、
可
與
共
學
、
未
可
與
適
道
、
可
與
適
道
、
未
可
與
立
、
可
與
立
、
未
可
與
權
。
（
２
）
權
者
、
道
之
變
。
無
常
躰
、
神
而
明
之
、
存
乎
其
人
、
不
可
豫
設
、
尤
（
３
）
至
難
也
。（
皇
侃
義
疏
）
唐
棣
之
華
、
偏
其
反
而
。
豈
不
爾
思
、
室
是
遠
而
。
子
曰
、
未
之
思
也
、
夫
何
遠
之
有
哉
。
注
―２２９―（ ）２２９
王
弼
「
論
語
釈
疑
」
考
（
１
）
馬
本
は
、
譬
猶
和
樂
出
乎
八
音
の
猶
字
を
如
字
と
作
る
。
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
八
音
の
下
に
乎
字
が
有
る
。
（
２
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
道
之
變
無
常
躰
を
道
之
變
變
無
常
體
と
作
る
。
（
３
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
尤
至
難
也
を
尤
至
難
者
也
と
作
る
。

黨
（
２１
）
廐
焚
。
子
退
朝
曰
、
傷
人
乎
、
不
問
馬
。
（
１
）
孔
子
時
爲
魯
司
寇
、
自
公
朝
退
而
之
火
所
。
不
問
馬
、
矯
時
重
馬
也
。
（
皇
侃
義
疏
）
廐
、
公
廐
也
。（
釋
文
）
注（
１
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
不
問
馬
矯
時
重
馬
也
を
不
問
馬
者
矯
時
重
馬
者
也
と
作
る
。
先
進
（
２２
）

行
、
顔
淵
、
閔
子
騫
、
冉
伯
牛
、
仲
弓
。
（
１
）
（
２
）
此
四
科
者
、
各
舉
其
才
長
也
。
顔
淵
、

行
之
俊
、
尤
兼
之
矣
。（
皇
侃
義
疏
）
言
語
、
宰
我
、
子
貢
。
政
事
、
冉
有
、
季
路
。
文
學
、
子
游
、
子
夏
。
弟
子
才
不
徒
十
、
蓋
舉
其
美
者
、
以
表
業
分
名
。
其
餘
則
各
以
所
長
、
從
四
科
之
品
也
。（
皇
侃
義
疏
）
（
２３
）
顔
淵
死
、
門
人
欲
厚
葬
之
。
子
曰
、
不
可
。
（
３
）
有
財
、
死
則
有

、
無
財
、
則
已
焉
。
旡
而
備

、
則
近
厚
葬
矣
。
故
云
孔
子
不
聽
也
。（
皇
侃
義
疏
）
門
人
厚
葬
之
。
子
曰
、
回
也
、
視
予
猶
父
也
。
予
不
得
視
猶
子
也
。
非
我
也
、
夫
二
三
子
也
。
（
２４
）
柴
也
愚
、
（
４
）
愚
、
好
仁
過
。（
皇
侃
義
疏
）
參
也
魯
、
（
５
）
魯
、
文
勝
質
也
。（
皇
侃
義
疏
）
師
也
僻
、
僻
、
飾
過
差
也
。（
皇
侃
義
疏
）
由
也

。

、
剛
猛
也
。（
皇
侃
義
疏
、


正
義
）
（
２５
）
子
曰
、
回
也
、
其
庶
乎
、

空
。
（
６
）
庶
幾
慕
聖
、
忽
忘
財
業
、
而
數
空
匱
也
。（
皇
侃
義
疏
）
賜
不
受
命
、
而
貨

焉
。
億
則

中
。
（
７
）
命
、
爵
命
也
。
憶
、
憶
度
也
。
子
貢
雖
不
受
爵
命
而
能
富
、
雖
不
窮
理
（
８
）
而
幸
中
、
蓋
不
逮
顔
之
庶
幾
。
輕
四
子
所
病
、
故
稱
子
曰
、
以
異
之
也
。
（
皇
侃
義
疏
）
（
２６
）
子
路
、


、
冉
有
、
公
西
華
侍
坐
。
子
曰
、
以
吾
一
日
長
乎
爾
、
無
吾
以
也
。
居
則
曰
、
不
吾
知
也
。
如
或
知
爾
、
則
何
以
哉
。
子
路
率
爾
而
對
曰
、
千
乘
之
國
、
攝
乎
大
國
之
間
、
加
之
以
師
旅
、
因
之
以
饑
饉
。
由
也
爲
之
、
比
及
三
年
、
可
使
有
勇
且
知
方
也
。
夫
子
哂
之
。
求
、
爾
何
如
。
對
曰
、
方
六
、
七
十
如
五
六
十
、
求
也
爲
之
、
比
及
三
年
、
可
使
足
民
也
。
如
其

樂
、
以
俟
君
子
。
赤
、
爾
何
如
。
對
曰
、
非
曰
能
之
、
願
學
焉
。
宗
廟
之
事
、
如
會
同
、
端
章
甫
、
願
爲
小
相
焉
。
點
、
爾
何
如
。
鼓
瑟
希
、
鏗
爾
、
舍
瑟
而
作
、
對
曰
、
異
乎
三
子
者
之
撰
。
子
曰
、
何
傷
乎
、
亦
各
言
其
志
也
。
曰
、
莫
春
者
、
春
服
既
成
、
得
冠
者
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
浴
乎
沂
、
風
乎
舞

、
詠
而
歸
。
沂
水
近
孔
子
宅
、
舞

壇
在
其
上
、
壇
有
樹
木
、
遊
者
託
焉
也
。（
皇
侃
義
疏
）
夫
子
喟
然
歎
曰
、
吾
與
點
也
。
注（
１
）
馬
本
は
、
各
舉
其
才
長
也
の
長
字
を
者
字
に
作
る
。
（
２
）
馬
本
は
、
徳
行
之
俊
を
徳
之
俊
と
作
る
。
（
３
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
旡
而
備
禮
の
旡
字
を
既
字
に
作
る
。
（
４
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
愚
好
仁
過
の
下
に
也
字
あ
り
。
（
５
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
魯
文
勝
質
也
を
魯
質
勝
文
也
と
作
る
。
清
熙
園
本
の
誤
り
。
（ ）２３０―２３０―
（
６
）
校
釈
本
は
、
忽
忘
財
業
を
忽
志
財
業
と
作
る
。
校
釈
本
の
誤
り
。
（
７
）
馬
本
は
、
不
受
爵
命
而
能
富
の
命
字
無
し
。
（
８
）
校
釈
本
は
、
故
稱
子
曰
以
異
之
也
の
也
字
な
し
。
校
釈
本
の
誤
り
。
（
１
）
顔
淵
（
２７
）
司
馬
牛
問
仁
。
子
曰
、
仁
者
、
其
言
也

。
（
２
）
情
發
於
言
、
志
淺
則
言
疏
、
思
深
則
言

也
。（
皇
侃
義
疏
）
曰
、
其
言
也

、
斯
可
謂
之
仁
已
矣
乎
。
子
曰
、
爲
之
雖
、
言
之
得
無

乎
。
注（
１
）
馬
本
は
、
子
曰
聴
訟
吾
猶
人
也
必
也
使
無
訟
乎
の
下
に
「
無
訟
在
於
謀
始
謀
始
司
契
而
不
責
於
人
是
化
之
在
前
也
」
を


正
義
よ
り
採
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
易
訟
卦
象
伝
王
弼
注
を
採
っ
た
も
の
で
、
論
語
釈
疑
の
佚
文
で
は
な
か
ろ
う
。
（
２
）
馬
本
は
、
志
淺
則
言
疏
の
淺
字
を
成
字
と
作
る
。
憲
問
（
２８
）
子
曰
、
君
子
而
不
仁
者
有
矣
、
夫
未
有
小
人
而
仁
者
也
。
（
１
）
謂
假
君
子
以
甚
小
人
之
辭
、
君
子
無
不
仁
也
。（
皇
侃
義
疏
）
（
２９
）
子
貢
曰
、
管
仲
非
仁
者
與
。
桓
公
殺
公
子
糾
、
不
能
死
、
又
相
之
。
子
曰
、
管
仲
相
桓
公
、
霸
諸
侯
、
一
匡
天
下
、
民
到
于
今
受
其
賜
。
（
２
）
于
時
戎
狄
交
侵
、
亡
荊
滅
衛
。
管
仲
攘
戎
狄
而
封
之
、
南
服
楚
師
、
北
伐
山
戎
、
而
中
國
不
移
。
故
曰
受
其
賜
也
。（
皇
侃
義
疏
）
微
管
仲
、
吾
其
被
髪
左
衽
矣
。
豈
若
匹
夫
匹
婦
之
爲
諒
也
、
自
經
於
溝

、
而
莫
之
知
也
。
（
３０
）
子
曰
、
其
言
之
不

、
則
其
爲
之
難
。
情
動
於
中
而
外
形
於
言
、
情
正
實
、
而
後
言
之
不

。（
皇
侃
義
疏
）
（
３１
）
子
曰
、
賢
者
避
世
、
其
次
避
地
、
其
次
避
色
、
其
次
避
言
。
子
曰
、
作
者
七
人
矣
。
（
３
）
七
人
、
伯
夷
、
叔
齊
、
虞
仲
、
夷
逸
、
朱
張
、
柳
下
惠
、
少
連
也
。（
皇
侃
義
疏
、


正
義
）
注（
１
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
謂
假
君
子
の
謂
字
が
無
い
。
（
２
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
亡
荊
滅
衛
の
荊
字
を

字
と
作
る
。
（
３
）

疏
、
馬
本
は
、
少
連
也
の
也
字
が
無
い
。
衛
靈
公
（
３２
）
子
曰
、
民
之
於
仁
也
、
甚
於
水
火
。
水
火
吾
見
蹈
而
死
者
矣
、
未
見
蹈
仁
而
死
者
也
。
（
１
）
（
２
）
民
之
遠
於
仁
、
甚
於
遠
水
火
也
。
見
有
蹈
水
火
者
、
不
嘗
見
蹈
仁
者
也
。
（
皇
侃
義
疏
、


正
義
）
注（
１
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
見
有
蹈
水
火
者
を
見
有
蹈
水
火
死
者
と
作
る
。
（
２
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
不
嘗
見
蹈
仁
者
也
を
未
嘗
見
蹈
仁
死
者
也
と
作
る
。
陽
貨
（
３３
）
子
曰
、
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
。
（
１
）
（
２
）
不
性
其
情
、
焉
能
久
行
其
正
、
此
是
情
之
正
也
。
若
心
好
流
蕩
失
真
、
（
３
）
（
４
）
此
是
情
之
邪
也
。
若
以
情
近
情
、
故
云
性
其
情
。
情
近
性
者
、
何
妨
是
（
５
）
有
欲
。
若
遂
欲
遷
、
故
云
遠
也
、
若
欲
而
不
遷
、
故
曰
近
。
但
近
性
者
（
６
）
正
、
而

性
非
正
、
雖

性
非
正
、
而
能
使
之
正
。
譬
如
近
火
者
熱
、
（
７
）
而

火
非
熱
、
雖

火
非
熱
、
而
能
使
之
熱
。
能
使
之
熱
者
何
、
氣
也
、
（
８
）
熱
也
。
能
使
之
正
者
何
、
儀
也
、
静
也
。
又
知
其
有
濃
薄
者
。
孔
子
曰
、
性
相
近
也
。
若
全
同
也
、
相
近
之
辭
不
生
、
若
全
異
也
、
相
近
之
辭
亦
（
９
）
不
得
立
。
今
云
近
者
、
有
同
有
異
取
其
共
是
。
無
善
無
惡
則
同
也
、
有
濃
有
薄
則
異
也
、
雖
異
而
未
相
遠
、
故
曰
近
也
。（
皇
侃
義
疏
）
（
３４
）
公
山
弗
擾
以
費
畔
、
召
、
子
欲
往
。
子
路
不
悦
曰
、
未
之
也
已
、
何
必
公
山
氏
之
之
也
。
子
曰
、
夫
召
我
者
而
豈
徒
哉
、
如
有
復
用
我
者
、
吾
其
爲
―２３１―（ ）２３１
王
弼
「
論
語
釈
疑
」
考
東
周
乎
。
言
如
能
用
我
者
、
不
擇
地
而
興
周
室
道
也
。（
皇
侃
義
疏
）
（
３５
）


召
、
子
欲
往
。
子
路
曰
、
昔
者
、
由
也
聞
諸
夫
子
曰
、
親
於
其
身
爲
不
善
者
、
君
子
不
入
也
。


以
中
牟
畔
、
子
之
往
也
、
如
之
何
。
子
曰
、
然
有
是
言
也
。
曰
、
不
曰
堅
乎
、
磨
而
不

、
不
曰
白
乎
、
涅
而
不
緇
。
吾
豈
匏
瓜
也
哉
、
焉
能
繋
而
不
食
。
孔
子
機
發
後
應
、
事
形
乃
視
、
擇
地
以
處
身
、
資

以
全
度
者
也
、
故
不
入
亂
人
之
邦
。
聖
人
通
遠
慮
微
、
應
變
神
化
、
濁
亂
不
能
汚
其
潔
、
凶
惡
不
能
害
其
性
、
所
以
避
難
不
藏
身
、
絶
物
不
以
形（
１０
）
也
。
有
是
言
者
、
言
各
有
所
施
也
。
苟
不
得
係
而
不
（
１１
）
食
、

此
適
彼
、
相
去
何
若
也
。（
皇
侃
義
疏
）
（
３６
）
子
曰
、
由
、
汝
聞
六
言
六
蔽
矣
乎
。
不
自
見
其
過
也
。（
皇
侃
義
疏
）
對
曰
、
未
也
。
曰
、
居
、
吾
語
汝
。
好
仁
不
好
學
、
其
蔽
也
愚
、
好
智
不
好
學
、
其
蔽
也
蕩
、
好
信
不
好
學
、
其
蔽
也
賊
、
好
直
不
好
學
、
其
蔽
也
絞
、
好
勇
不
好
學
、
其
蔽
也
亂
、
好
剛
不
好
學
、
其
蔽
也
狂
。
（
３７
）
子
曰
、

云
、

云
、
玉
帛
云
乎
哉
。
樂
云
、
樂
云
、
鐘
鼓
云
乎
哉
。

以
敬
爲
主
、
玉
帛
者
、
敬
之
用（
１２
）
飾
。
樂
主
於
和
、
鐘
鼓
者
、
樂
之
器
也
。
于
時
所
謂

樂
者
、
厚
贄
幣
而
所
簡
於
敬
、
盛
鐘
鼓
而
不
合
雅
頌
、
故
正
言
其
義
也
。（
皇
侃
義
疏
）
（
３８
）
子
曰
、
予
欲
無
言
。
子
貢
曰
、
子
如
不
言
、
則
小
子
何
述
焉
。
子
曰
、
天
何
言
哉
、
四
時
行
焉
、
百
物
生
焉
。
天
何
言
哉
。
子
欲
無（
１３
）
言
、
蓋
欲
明
本
。
舉
本
統
末
、
而
示
物
於
極
者
也
。
夫
立
言
垂

、
將
以
通
性
、
而
弊
至
於
湮
、
寄
旨
傳
辭
、
將
以
正
邪
、
而
勢
至
於
繁
。
既
求
道
中
、
不
可
勝
御
、
是
以
修
本
廢
言
、
則
天
而
行
化
。
以
淳
而
觀
、
則
天
地
之
心
見
於
不
言
、
寒
暑
代
序
、
則
不
言
之
令
行
乎
四
時
、
天
豈
淳
淳
者（
１４
）
哉
。（
皇
侃
義
疏
）
注（
１
）
馬
本
は
、
不
性
其
情
を
不
性
其
性
と
作
る
。
（
２
）
馬
本
は
、
此
是
情
之
正
也
を
此
是
性
之
正
也
と
作
る
。
（
３
）
馬
本
は
、
此
是
情
之
邪
也
を
此
是
性
之
邪
也
と
作
る
。
（
４
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
若
以
情
近
情
を
若
以
情
近
性
と
作
る
。
（
５
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
若
遂
欲
遷
を
若
逐
欲
遷
と
作
る
。
（
６
）
馬
本
は
、
而
能
使
之
正
の
使
字
が
無
い
。
（
７
）
馬
本
は
、
能
使
之
熱
者
何
の
何
字
が
無
い
。
（
８
）
馬
本
は
、
能
使
之
正
者
何
の
何
字
が
無
い
。
（
９
）
馬
本
は
、
無
善
無
惡
則
同
也
の
則
同
也
三
字
が
無
い
。
（
１０
）
馬
本
は
、
絶
物
不
以
形
也
の
絶
字
を
接
字
と
作
る
。
（
１１
）
馬
本
は
、
苟
不
得
係
而
不
食
の
係
字
を
繋
字
に
作
る
。
（
１２
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
敬
之
用
飾
を
敬
之
用
飾
也
と
作
る
。
（
１３
）
校
釈
本
は
、
子
欲
無
言
を
予
欲
無
言
と
作
る
。
校
釈
本
の
誤
り
。
（
１４
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
天
豈
淳
淳
者
哉
の
淳
淳
二
字
を
諄
諄
二
字
に
作
る
。
微
子
（
３９
）
逸
民
、
伯
夷
、
叔
齊
、
虞
仲
、
夷
逸
、
朱
張
、
柳
下
惠
、
少
連
。
子
曰
、
不
降
其
志
、
不
辱
其
身
、
伯
夷
、
叔
齊
與
。
謂
柳
下
惠
、
少
連
、
降
志
辱
身
矣
、
言
中
倫
、
行
中
慮
、
其
斯
而
已
矣
。
謂
虞
仲
、
夷
逸
、
隱
居
放
言
、
身
中
清
、
廢
中
權
。
我
則
異
於
是
、
無
可
無
不
可
。
朱
張
、
字
子
弓
、
荀
卿
以
比
孔
子
。
今
序
六
人
而
闕
朱
張
者
、
明
趣

（
１
）
与
己
合
同
也
。（
皇
侃
義
疏
）
朱
張
、
字
子
弓
、
荀
卿
以
比
孔
子
。（
釋
文
）
朱
張
、
字
子
弓
、
荀
卿
以
比
孔
子
。
言
其
行
與
孔
子
同
、
故
不
論
也
。
（


正
義
）
注（
１
）
根
本
本
、
馬
本
、
校
釈
本
は
、
明
趣

与
己
合
同
也
の
趣
字
を
取
字
に
作
る
。
（ ）２３２―２３２―
